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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期　
第１四半期
累計期間　

第60期　
第１四半期
累計期間　

第59期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 5,483 5,325 21,364

経常利益（百万円） 385 229 1,031

四半期(当期)純利益（百万円） 153 191 555

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
4 7 20

資本金（百万円） 1,100 1,100 1,100

発行済株式総数（千株） 22,000 22,000 22,000

純資産額（百万円） 29,387 29,790 29,738

総資産額（百万円） 35,791 36,417 35,849

１株当たり四半期(当期)純利益金

額（円）
8.01 9.94 28.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 15.00

自己資本比率（％） 82.1 81.8 83.0

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。ただし、平成23年５月23日付で当社はインドネシア共和国に塗料製造を事業内容とするPT. ROCK PAINT

INDONESIA（非連結子会社）を設立しました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

　第１四半期累計期間におけるわが国経済は、生産設備やサプライチェーンの回復により、緩やかな回復が見られまし

た。しかし、電力不足の長期化の恐れや震災による消費意欲の低迷、税制、貿易、エネルギー政策等の政策見通しの不透

明さといった要因を抱え、今後の景気動向は不安定な状況にあります。

　塗料業界においては、自動車、建築外装、木工製品等の分野を中心に需要の落ち込みが見られました。特に新車用塗料

の落ち込みは激しく、出荷数量、出荷金額とも前年同期を下回る結果となりました。しかしながら、震災復興に伴い、全

体的に回復の兆しが見られております。

　このような経済状況のもとで、当社は経営資源を最大限に活用することにより国内市場はもとより海外市場開拓も

含めて積極的な売上拡大に努めました。しかし、国内市場において震災後の需要低迷を受け、当第１四半期累計期間の

売上高は、53億25百万円（前年同期比2.9％減）となりました。また、収益面では原材料価格の高騰に対応して、生産効

率の向上等に努めましたが、営業利益１億22百万円（前年同期比58.4％減）、経常利益２億29百万円（前年同期比

40.4％減）、四半期純利益１億91百万円（前年同期比24.2％増）となりました。

　製品分野別の業績は次の通りであります。 

①車輌塗料分野

　塗装作業時のＶＯＣ（揮発性有機化合物）排出を低減することができる環境に配慮した高性能塗料の拡販や大型

車両等の新規需要開拓に注力しましたが、東日本大震災による出荷制限の影響もあり、売上高は前年同期を若干下

回りました。

②建築塗料分野 

　新築需要が長期にわたって低迷している状況に鑑み、改修市場により重点を置き、環境負荷の少ない水性塗料、鉛

・クロムフリー塗料に加えて高性能弱溶剤塗料、遮熱塗料等の高付加価値製品の拡販に努めましたが、売上高は前

年同期を若干下回りました。

③工業塗料分野 

　東日本大震災の影響で一部やむを得ない需要減はありましたが、全体としては堅調に推移しました。機械受注や海

外需要等に支えられた焼付け塗料や粉体塗料と、国内外の包装材分野や高機能製品分野において着実に需要開拓が

進んだ接着剤をあわせて、売上高は前年同期を若干上回りました。

④家庭塗料分野 

　高耐候製品、高付加価値製品の拡販に努めましたが、主力のエアゾール製品の販売が減少したことに加え、塗料類

の売上も減少したため、売上高は前年度を若干下回りました。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、１億61百万円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 88,000,000

計 88,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,000,000 22,000,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 22,000,000 22,000,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

－　 22,000,000 －　 1,100 － 530

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　2,770,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  19,160,000 19,160 －

単元未満株式 普通株式　　　70,000 － －

発行済株式総数 　　　　　　22,000,000 － －

総株主の議決権 － 19,160 －

 

EDINET提出書類

ロックペイント株式会社(E00907)

四半期報告書

 4/12



②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ロックペイント株式会社
大阪市西淀川区姫島

３丁目１番47号　
2,770,000 － 2,770,000 12.59

計 － 2,770,000 － 2,770,000 12.59

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、大阪監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

   資産基準　          1.6％

   売上高基準          2.2％

　 利益基準            0.0％

　 利益剰余金基準      0.2％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,628 8,242

受取手形及び売掛金 5,327 5,554

商品及び製品 2,058 2,309

仕掛品 580 551

原材料及び貯蔵品 1,643 1,757

その他 434 660

貸倒引当金 △32 △30

流動資産合計 18,641 19,044

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,361 4,285

土地 7,364 7,350

その他（純額） 2,536 2,469

有形固定資産合計 14,261 14,105

無形固定資産 103 104

投資その他の資産 2,890 3,208

貸倒引当金 △47 △45

固定資産合計 17,208 17,372

資産合計 35,849 36,417

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,180 3,625

未払法人税等 37 150

賞与引当金 237 359

その他 1,011 912

流動負債合計 4,466 5,048

固定負債

退職給付引当金 1,338 1,317

役員退職慰労引当金 145 94

資産除去債務 79 79

その他 80 87

固定負債合計 1,644 1,578

負債合計 6,111 6,627

純資産の部

株主資本

資本金 1,100 1,100

資本剰余金 530 530

利益剰余金 29,820 29,867

自己株式 △2,161 △2,161

株主資本合計 29,289 29,336

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 449 454

評価・換算差額等合計 449 454

純資産合計 29,738 29,790

負債純資産合計 35,849 36,417
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 5,483 5,325

売上原価 4,296 4,328

売上総利益 1,187 996

販売費及び一般管理費 892 874

営業利益 294 122

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 16 23

受取賃貸料 40 40

業務受託手数料 35 38

雑収入 7 9

営業外収益合計 101 114

営業外費用

売上割引 6 6

為替差損 3 0

雑損失 1 0

営業外費用合計 10 7

経常利益 385 229

特別利益

固定資産売却益 － 70

退職給付引当金戻入額 － 41

貸倒引当金戻入額 9 －

特別利益合計 9 112

特別損失

固定資産除却損 3 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 83 －

その他 1 0

特別損失合計 89 2

税引前四半期純利益 305 339

法人税等 152 148

四半期純利益 153 191
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（退職給付引当金）

　当社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成23年４月に退職一時金制度の一部について確定拠出年金制度へ移行し、

「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

　本移行に伴う影響額は、特別利益として41百万円計上されております。　

　

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に係

る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 218百万円 214百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

配当金支払額　

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 144 7.5 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額　

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 144 7.5 平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金
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（持分法損益等）

 
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

関連会社に対する投資の金額（百万円） 8 8

持分法を適用した場合の投資の金額（百万円） 170 178

持分法を適用した場合の投資利益の金額（百万円） 4 7

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自平成23年４月１

日　至平成23年６月30日）

　当社は、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8円1銭 9円94銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 153 191

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 153 191

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,231 19,229

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月11日

ロックペイント株式会社

取締役会　御中

大阪監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 池尻　省三　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 川上　泰秀　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロックペイント株式
会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第60期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成
23年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、す
なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示
するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期
レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分
析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビューの手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ロックペイント株式会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終
了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな
かった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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